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随想  

原爆・原発・８月に想う  

阿 部敏 勝 （ 会員 ）  

 

Ⅰ、プロローグ・昭和２０年（１９４５年）８月９日長崎  

 ギラ ギ ラ と照 り つ け る太 陽 、 流れ る 汗 、 長崎 か ら 約２ ５ キ ロ 離れ た 諫

早 の飛 行 場 、そ こ で 毎 日し ご か れて い た 私 でし た 。 そし て 忘 れ もし な い

８ 月９ 日 午 前１ １ 時 ２ 分、 長 崎 の上 空 ５ ０ ０メ ー ト ルで プ ル ト ニウ ム 型

原 爆が さ く 裂、 ３ ， ０ ００ ～ ４ ，０ ０ ０ 度 の熱 線 と 秒速 ４ ４ ０ メー ト ル

の 爆風 が ７ 万人 の 命 を 一瞬 に し て奪 い 去 り まし た （ 今日 迄 の 死 亡者 累 計

１ ５万 人 以 上） 諫 早 は 死傷 者 の 収容 所 と な り、 長 崎 へ救 援 に 行 った 人 た

ち も被 爆 者 とな り ま し た。  

 ８月 ６ 日 の広 島 に 続 く無 差 別 殺戮 で す 。 反核 運 動 「原 爆 許 す まじ 」 の

声 が 澎 湃 と し て 巻 き 起 り ま し た 。 そ の ピ ー ク は 昭 和 ２ ９ 年 （ １ ９ ５ ４

年 ）に ビ キ ニ環 礁 で 起 きた マ グ ロ漁 船 第 ５ 福竜 丸 の 被爆 事 件 で す。 ３ ，

２ ０ ０ 万 人 の 署 名 が 集 ま り 翌 昭 和 ３ ０ 年 に は 世 界 初 の 「 原 水 禁 世 界 大

会 」が 開 催 され ま し た 。  

 

Ⅱ、被爆そして被曝・「原子力平和利用」の虚妄  

 この こ ろ 米ソ 冷 戦 の 最中 （ さ なか ） に あ った ア メ リカ は 世 界 を核 の ネ

ッ トで 支 配 すべ く 「 原 子力 の 平 和的 利 用 」 戦略 を 打 ち出 し 、 世 界最 初 の

被 爆国 で あ り反 核 運 動 の燃 え さ かる 日 本 を 重要 タ ー ゲッ ト に 定 め、 読 売

新 聞社 主 正 力松 太 郎 、 少壮 政 治 家で 「 核 保 有」 に 存 念が あ る 中 曽根 康 弘

な どを 抱 き 込ん で 「 原 子力 平 和 利用 博 覧 会 」を 日 本 各地 で 開 く など の Ｐ

Ｒ に努 め 、 昭和 ３ １ 年 には 原 爆 犠牲 者 の 聖 地広 島 、 それ も よ り によ っ て

平 和記 念 資 料館 で 上 記 博覧 会 を 開く こ と に 成功 し ま した （ 広 島 の参 観 者

３ 週間 で １ ２万 人 、 全 国で ２ ７ ０万 人 ） こ の時 被 爆 者を 含 む お おか た の

日 本人 は 「 絶対 安 全 」 「資 源 の 無い 日 本 、 経済 成 長 に必 須 」 な どと 言 う

ア メリ カ と 日本 政 府 の ＰＲ を 漠 然と （ 中 に は積 極 的 に） 信 じ た ので す 。  

 その 後 の 原子 力 業 界 、電 力 業 界の 発 展 ぶ りに 就 い ては 申 し 上 げる 迄 も

無 い と 思 い ま す が と に か く 、 度 重 な る 重 大 事 故 を 官 民 一 体 で 隠 蔽 し て

「 安全 神 話 」を で っ ち 上げ 、 年 間１ ５ 兆 円 以上 と 言 われ る 売 上 げ（ 電 気
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料 金） と ４ ，２ ０ ０ 億 円以 上 の 国費 支 出 が 電源 三 法 、電 事 法 等 によ っ て

保 障さ れ る 独占 企 業 と して 今 日 に到 り ま し た。  

併 し 乍 ら 「 技 術 と 資 源 」 を ア メ リ カ に 頼 っ て き た 日 本 の 原 発 産 業 は

「 使用 済 核 燃料 の 処 理 」ひ と つ 取っ て も ま ゝな ら ず 、既 に １ ０ トン 、 核

兵 器に し て １， ２ ５ ０ 発分 の プ ルト ニ ウ ム （前 記 長 崎型 原 爆 の 原料 ） が

滞 留し て お り、 新 規 原 発の 立 地 どこ ろ か 使 用済 燃 料 の処 理 に も 困っ て い

る 状態 で す 。原 発 は か くて 「 採 否検 討 」 の 次元 で は なく 「 廃 止 の時 期 及

び その 方 法 」の 問 題 と なっ て 来 まし た 。  

 

Ⅲ、エピローグ・原発廃止への道筋  

 東 電 福 島 原 発 大 事 故 の 収 束 末 だ し な の に 原 発 推 進 派 の 抵 抗 は す さ

ま じ く 、 彼 等 は 「 安 全 と 成 長 の 両 立 可 能 」 「 国 力 を 落 さ ぬ 為 に 原 発

推 進 を 」 「 原 発 輸 出 は 国 際 公 約 」 「 再 生 エ ネ ル ギ ー は 不 安 定 」 「 原

子 力 （ 含 む 軍 事 用 ） 技 術 の 国 際 的 レ ベ ル 維 持 の た め 」 「 雇 用 並 び に

地 域 の た め 」 等 々 を 叫 ん で 居 り 、 こ れ に 同 調 す る 者 も 少 な く あ り ま

せ ん。  

 彼 等 の 強 味 は 何 と 言 っ て も ５ ５ 年 間 に 亘 っ て 築 き 上 げ て 来 た 制 度 、

特 に 前 記 「 電 源 三 法 」 並 び に 「 電 気 事 業 法 」 で す 。 日 本 は い わ ゆ る

法 治 国 家 で す か ら こ れ ら の 関 係 法 令 （ 全 部 で ２ ２ あ る と の こ と ） が

有 る 限 り 、 彼 等 の 支 配 体 制 は 続 き カ ネ （ 予 算 ） も 出 る 仕 組 み に な っ

て いる の で す。  

こ れ に 対 し 従 来 の 反 原 発 運 動 は 「 署 名 」 「 チ ラ シ 」 「 デ モ 」 「 差

止 め 訴 訟 」 等 々 で 戦 わ れ て 来 ま し た が 、 ど ち ら か と 言 う と 地 域 性 、

専 門 性 が 強 く 、 一 般 市 民 の 参 加 が 極 少 で し た （ あ る 面 か ら 見 る と 土

地 交 付 金 が 欲 し い 地 方 の 市 町 村 に 危 険 を 押 し つ け 、 都 会 住 民 は 恵 み

だ け を 享 受 し て 来 ま し た ） 従 っ て 国 政 レ ベ ル に は 仲 々 な り ま せ ん で

し た。  

 然 し 東 電 福 島 事 故 以 後 は 違 い ま す 。 原 発 事 故 の 恐 し さ 、 特 に そ の

広 域 性 、 長 期 性 を 実 感 し た 国 民 全 般 が 反 対 の 声 を 挙 げ 始 め た の で す 。  

そ こ で 「 原 発 廃 止 の た め の 道 筋 」 で す が 私 は 従 来 の 「 署 名 運 動 」

「 チ ラ シ 配 布 」 「 デ モ 」 「 民 事 訴 訟 」 「 行 政 訴 訟 」 「 住 民 投 票 」 等

に 加 え て 「 国 民 投 票 制 度 の 確 立 」 並 び に 「 刑 事 告 発 」 が 今 後 重 要 な
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手 段に な る と思 い ま す 。  

※  特 に 国 民 投 票 制 度 並 び に 住 民 投 票 制 度 は 間 接 民 主 主 義 、 議 会

制 民 主 主 義 の 欠 点 を 補 う も の と し て 欧 米 各 国 で も 最 近 多 用 さ れ

て お り 、 原 発 問 題 の 行 方 を 決 め た イ タ リ ア の 国 民 投 票 制 度 な ど

に 学び た い と思 い ま す 。  
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